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今号の 一枚

睡蓮（大阪体育大学浪商幼稚園）

園庭に睡蓮が咲きました。水面に浮かぶ優雅な姿に心が和みます。　

撮影：松井美奈子園長

学園広報誌    の由来

浪商学園に勤務する教職員の交流を図るために発行された学園広
報誌「ちぬ」。
茨木時代は校舎前（現在の浪商幼稚園前）を流れる安威川より名
を冠した「あいがわ」でしたが、熊取移転に伴い「ちぬ」と改め
られました。

「ちぬ（茅渟）」とは奈良時代から見える和泉地方の呼称。「古事記」
神武天皇条にも見え、大阪湾を「ちぬの海」ともいい、浪商中学校・
高等学校、大阪青凌中学校・高等学校の校歌でも歌われています。



SPECIAL INTERVIEW　　　 スペシャルインタビュー　

楠本 繁生 くすもと しげお

　2021年10月 ハンドボール女子日本代表監督 就任

― 約2年半にわたりハンドボール女子日本代表監督を務められ、
大変お疲れさまでした。これまでの活動の中で、印象に残っている
場面やできごとをお聞かせいただければと思います。

楠本　ありがとうございます。本当に多くのことを経験させ
ていただきました。私が日本代表監督を務める中で取り組ん
だことは、「強化」と「普及」の二本柱を中心に、さらなる発
展をめざしました。「強化」とは、ハンドボールはまだあまり
知られていない競技のため、限られた予算の中で選手の育
成や、チームのパフォーマンス向上をどう進めるかが課題で
した。そのために、パリ・オリンピックへの出場を目標に掲
げました。他の競技ではオリンピックに出場してメダル獲得
をめざしますが、女子ハンドボールはこれまでオリンピックに
出場していません。東京・オリンピックでは開催国として出
場しましたが、自力での予選突破ではありませんでした。特
にオリンピックアジア予選では、これまで1枠の出場権を韓
国が獲得しており、ヨーロッパの各国と唯一競い合ってきま
した。韓国はオリンピックで過去2回優勝を果たし、20年間
表彰台に上がり続ける強豪国です。そこに日本はなかなか
歯が立たない状況でした。本来ならヨーロッパや各国を巡る
長期遠征による強化合宿などが理想ですが、ハンドボール協
会からの予算の制約や、各選手の日本リーグでの試合参加
も考慮する必要があります。そのため、新たな取り組みとし
て各都道府県の支援を受けながら、強豪校の男子高校生と
の試合を通じてトップレベルの戦いを想定し、さらなる進化
をめざして取り組んできました。
　もうひとつの「普及」については、ハンドボール競技の普

及活動はもちろんですが、選手たちに日
本代表選手としての認知度を向上さ
せることの重要性を伝えました。選
手たちは地域の小中学生を対象と
したハンドボール教室を自ら開催
し、ハンドボールの魅力と、勇気
あふれる競技であることを伝え、

「普及」につなげるための
交流を深めました。

この取り組みは

地域の方々から多くの支援をいただき、選手たちは数えきれ
ないほどの感動を経験することができました。
　そのような活動の中で一番印象に残っているのは、やはり
パリ・オリンピックアジア予選の韓国との決勝戦です。これ
まで圧倒的な強さを誇ってきた強豪・韓国を相手に、得失
点差で引き分け以上なら日本の優勝が決まる試合において、
最後の最後で逆転を喫し1点差で敗戦。勝つために何がで
きたのか。私のハンドボール人生に深く刻まれた生涯忘れら
れない試合になりました。試合会場には、日本リーグの全チ
ームのスタッフや選手の皆さん、学園関係者も応援に駆けつ
けて来てくださり、日本リーグからは、「これだけ応援しても
らえた代表チームは初めてだった」との言葉をいただきまし
た。日本代表が勝ち進むためには、選手やスタッフだけでな
く、所属チームや日本ハンドボール協会が果たすべき役割を
結集し、一丸となってアジア予選を突破し、ヨーロッパに挑
む姿勢を示さなければならないとあらためて感じました。

― 昨年8月に広島で開催されたパリ・オリンピックアジア予選
を終えて、選手にどのような話をされましたか。また、4月にハン
ガリーで開催されたパリ・オリンピック世界最終予選までの期間
を振り返ってお話しいただけますか。

楠本　広島でのアジア予選（パリ・オリンピックアジア予選）
に敗戦後、ホテルに戻ってからも選手たちは涙を流していま
した。この試合に重点を置き準備してきたため、「勝たせて
あげられなくて申し訳ない」と伝えました。アジア予選での
オリンピック出場が持ち越されたため、日本代表に残された
道は、11月の世界選手権もしくは翌年4月のパリ・オリンピ
ック世界最終予選において、ヨーロッパの強豪国など世界の
国々と戦い、残りの出場権獲得をめざし、険しい挑戦に挑ん
でいくことをあらためて確認しました。
　広島で解散したあと、9月に本学で日本代表合宿を行いま
した。大阪ハンドボール協会からのご支援もあり、近畿圏や
遠方から約100人の有志の方が集まっていただき激励会を
開催していただきました。選手たちは多くの人の励ましに支
えられ、同月から中国で開催された4年に1度の歴史あるア
ジア競技大会※１（通称、アジアのオリンピック）に出場しまし

た。韓国はこの大会に過去30年間にわたり頂点に立ち続け
る圧倒的な強さを誇り、広島でのアジア予選と同じメンバー
で連覇を狙ってきました。日本代表は海外で活躍する選手が
不在の中、韓国とのあまりにも悔しかったアジア予選決勝の
敗戦を糧に、大舞台で王者・韓国の連覇を阻止し、男女を通
じてアジア大会史上初の優勝を果たすことができました。選
手たちの喜びあふれる姿を見て、私たちの「強化」の挑戦が
実を結び、未来に向けた新たな一歩を踏み出せたと確信しま
した。

― アジア競技大会（中国）で弾みがつき、11月から開催の女
子世界選手権（デンマーク／オリンピック予選）に臨まれたわけで
すね。

楠本　予選ラウンドでは、ドイツ・ポーランドというヨーロッ
パの強豪国を相手に、厳しい戦いに挑みました。初戦のドイ
ツ戦で絶対に勝利し、選手たちとベスト8に進出するとめざ
しました。試合は最後の瞬間まで緊迫した展開が続き、試
合終了1秒前に、1点差で逆転負けを喫しました。広島での
アジア予選と同様に負け方のインパクトがあまりにも強かっ
た。次のポーランド戦では、チャンスは必ずやってくると信じ
て臨みましたが、終盤に連続得点を許し、結果は2点差で連
敗。接戦に持ち込みながらも勝ちきれず、この状況は本当に
苦しいものがありました。しかし、ヨーロッパ選手たちの高度
な戦術や技術を間近で体験できたことは、日本代表にとって
非常に価値のある経験となりました。
そしてメインラウンド初戦では、オリンピック過去3連覇を成
し遂げた世界的強豪国デンマークとの対戦が待ち受けてい
ました。圧倒的なアウェイ（約1万人）の観衆の中、逆境に果
敢に挑み続け、試合終了30秒前に同点に追いつかれました
が、残り5秒で鮮やかなスカイプレー※２が決まり、日本のハ
ンドボール史に残る劇的勝利をつかみ、会場は歓喜の渦に包
まれ今大会最大の衝撃と報じられました。※３

― 世界選手権が終わり、ついにパリ・オリンピック世界最終予選
（4月・ハンガリー）に挑戦しますが、モチベーションが高い状態
で臨まれたのではないでしょうか。

楠本　世界選手権で弾みがつき、チーム全体が熱い闘志を
持って臨んでいましたが、世界選手権が終了してから再び代
表選手が結集するまでの間隔が開いたため、選手同士の意
思疎通に課題が生じました。さらに、けがに苦しむ選手が相
次ぎ、接触プレーの練習が制限されたことにより調整は困難
を極めました。勝利への強い意志はあっても、からだが追い

つかない状況でした。加えて、大会2日前に対戦相手が急き
ょ変更されるなど、日本代表チームは非常に厳しい状況に直
面しました。試合は初戦で世界選手権4位のスウェーデンと
対戦しました。体格差に苦しみながらも全力で追い上げまし
たが惜敗。次のイギリスには勝利を収めましたが強豪ハンガ
リーに敗戦し、トーナメント3位となりパリ・オリンピック出場
権獲得は果たせず、目標はかないませんでした。日本代表チ
ームがオリンピックの舞台に立つためには、真の力を全力で
発揮することがいかに重要かを実感しました。

― 日本代表監督を終えられて、選手やスタッフの方にどのよう
なお話をされましたか。

楠本　代表監督として、年間約200日以上を選手たちとと
もに過ごしてきました。今後ハンドボールを離れる選手も含
め、日本代表選手として活動できたことへの恩返しとして、1
年間はチームに貢献してほしいと伝えました。パリ・オリンピ
ックはまだ始まっていませんが、次のロサンゼルス・オリン
ピックに向けて新たなスタートが切られました。再び日本代
表選手として活動したい思いがあるなら、自分に厳しく、責
任感を持って行動するように伝えました。これからの日本に
おけるハンドボール競技は、オリンピックでメダル獲得をめ
ざすための強化をしなければ、他の種目に追いつくことはで
きません。今回の悔しさを忘れず、練習で苦しくなったとき
は、広島でのアジア予選を振り返ってほしいと伝えました。
それが最高の励みになるはずです。
　私の今後については、日本代表監督として国内外で築い
た多くの人脈や経験を生かし、日本ハンドボール界の発展に
尽力し、次の世代に夢と希望を与え続けていきたいと考えて
います。そのために、大阪体育大学・ハンドボール部女子が
日本選手権※４で勝利を収め、ハンドボール界の水準をさら
に高めていきたいと思っています。本学から日本代表に召集
される選手を育成し、「体大の選手は違うな」と思っていただ
けるよう、選手発掘・指導者の育成など、さまざまな取り組
みに全力を注いでいきます。
　最後になりますが、大阪体育大学関係者の皆さまには、こ
のたび代表監督として大学を離れた期間中、常に温かいご支
援をいただきまして誠にありがとうございました。心から感
謝申し上げます。

― 本日は貴重なお話をありがとうございました。
まだまだ多くのお話を伺いましたが、すべてをお伝えすることが
できず、お詫び申し上げます。

楠 本 繁 生
「これからの日本のハンドボール競技は、
オリンピックでメダル獲得をめざす強化をしていかなければ、
他の種目に置いていかれる」

ハンドボール女子日本代表（おりひめジャパン）監督
大阪体育大学・ ハンドボール部女子監督

VS ヨーロッパ 5勝6敗
VS パンアメリカ 2勝1敗
VS アジア 15勝2敗

通　算 22勝9敗

日本代表チームを率いた楠本監督に、これまでの思いを語っ
ていただきました。そのお人柄の魅力を探ります。

〈通算成績〉 2021年 11月 第25回世界選手権（スペイン）
2022年 11月 第19回 アジア選手権（韓国）

2023年 8月 パリ2024オリンピック 女子アジア予選
Hiroshima JAPANーオリンピック予選ー

2023年 9月 第19回 アジア競技大会（中国）

2023年11月 第26回 女子世界選手権
ーオリンピック予選ー （デンマーク）

2024年 4月 IHFオリンピック 女子世界最終予選
ーオリンピック予選ー（ハンガリー）

※1）1951年から70年以上続く歴史ある大会。アジア諸国が参加する総合スポーツの国際大会　※２）「空中の格闘技」と呼ばれるほど激しいハンドボール、その中でも空中で連係する花形
の魅力的なプレー。決まると本当に感動的です。　※３）女子世界選手権におけるパリ・オリンピック出場権は、すでに開催地として出場権を獲得しているフランスが優勝のため、2位のノルウ
ェーが出場権を獲得しました。　※４）全国のトップクラスのクラブチームが参加して競い合う国内最高峰の大会

ハンドボール女子日本代表おりひめジャパン 
主な公式大会

　●国内合宿　18回
　●欧州遠征　  4回
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1. 令和 5 年度　事業報告書

 大阪体育大学・大学院
●�令和 6(2024) 年度から学部名称をスポーツ科学部に変更するために、寄附行為や学則など多くの規程の変更を行い、教育方針に沿った教育

カリキュラムも現代のニーズに応じた内容に見直した。また法人と協力しデジタルスポーツスクエアの整備に着手した。
●専門知識の修得や戦略的な企画能力及び管理運営能力の向上等を目的とするSD の充実を図った。
●令和 5（2023）年度入学生の志願状況を反省し、学生募集活動の見直しを行った。大きな変更点としては指定校推薦の評定値の見直しを法

人・各設置校と連携して行った。
●ソフトバンク株式会社と「スポーツ指導におけるICT 活用」で連携協定を締結した。スポーツ練習アプリ「AIスマートコーチ」、遠隔でコーチから

動画等でレッスンを受ける「スマートコーチ」を利用し、中学校などで部活動指導にあたっている。

 大阪青凌中学校・高等学校
●中学入試に関しては、5月のオープンスクールは、地元の小学生に在校生・教員とのふれあいを通じて本学に親近感を持ってもらうことを一番

の目標として実施した。高校入試に関しては、説明会の内容を教員の意見も取り入れ一新し、生徒たちの説明部分を増やした。
●特進 Sコース会議や教科主任会を通じて、日頃の教科指導が功を奏し、特進 Sコースの「大学入学共通テスト」の平均点が 9 科目において全

国平均点を上回る結果となった。
●英国インターナショナルプログラムを再開し、７月17日から8月2日までの 17日間、高校 1・2 年生の希望者を対象に、イギリス（ケントカレッジ）

にて語学研修を実施した。
●教員研修（危機管理、教科指導、教育課程）を1学期に集約して実施した。

 大阪体育大学浪商幼稚園
●少子化の中で今後優先枠対象者そのものが減っていくことが予想され、弟妹が他施設に進む現実を踏まえ原因の分析を行った。保育施設・

他園との差別化を図った充実した教育内容をホームページで積極的に発信した。
●教員の iPad を 1 年前倒しで更新を行なった。Google カレンダーを試行し、情報共有の合理化効率化を図った。また、iPad 活用し指導

要録を電子化した。
●茨木市役所子ども育成部と連携し、有識者による園児の看取りや発達検査を行うことができ、特別支援の視点で教育を見直すことにつな

がった。また、適切な就学指導に有効であった。

 学校法人 浪商学園　法人本部
●各設置校の特色を尊重した教育方針に対して支援を行うため、中高、幼稚園については、定期的な戦略会議を行い、各設置校の計画に沿っ

た内容になっているかの確認を行った。また、熊取キャンパスにおける連携強化を図るために、クラブ活動の在り方や、内部進学について「熊
取キャンパス連携推進会議」を通じて将来的な視点で議論が行えた。

●法人・大学職員の業務の効率化、業務内容の見える化をめざし、統一のフォーマットによる業務スキル基準表の作成を行った。
●財政面に関しては物価高騰など外的要因に対応するための堅実な予算編成を行った。また長年の課題である前島校地売却については校

地をとりまく環境や地域の要望などの情報収集、大阪府や高槻市との折衝を行った。
●新型コロナウイルス感染症が 5 類に移行したことによって、コロナ禍以前の活動に戻り同窓会などを通じて活動の幅を拡げることができた。

  大阪体育大学浪商中学校・高等学校 

●募集イベントにおいて、入試説明会、オープンスクール、学校見学バスツアーをはじめ、校内における募集行事の充実を図った。学校主催の 
クラブ体験会に加え、個別の体験会も設定し、一人でも多くの方に参加していただける機会を設けた。

●総受験者数の減少により、有名私立大への進学数は低下したが、全体の大学進学率、進路決定率は過去最高を記録した。大阪体育大学
ならびに医療系を中心とした提携大学との連携も促進し、個 が々希望する多様な進路にも対応できる体制を固めた。

●今年度は韓国の仁川大学の学生を本校で教育実習生として受入れ、国際交流をメインとした短期研修も行った。
●中高大連携、各種サポートが身を結び、各運動部が優秀な成績を残した。

私にとってのSFGs ～今以上に卒業生が誇れる母校を目指して～

普段からSFGsを心掛けていただいている職員の方に想いをつづっていただきます。連載第2回目は、総務部/企画
室担当/姫路文博さんです。

　先日、６月１日（土）に大阪体育大学広報アンバサダーの任命式が、大阪市北

区の帝国ホテル大阪で行われました。

　この事業は、大学と同窓会との連携事業として開始し、大学広報活動の一環

として、2018年、2019年に北海道支部で試験的に開始されました。しかしなが

ら、コロナ禍で、一旦、中止となり、改めて、大学と同窓会とで協議を重ねて、

今年度2024年から、４支部でのスタートする運びとなりました。

　広報アンバサダーは、都道府県ごとに高校を訪問し、本学の広報活動を担当

する方で、本学同窓会「摂泉会」に所属する同窓生が務めます。

　今年度は、北海道３名、静岡県２名、長野県２名、沖縄県２名が原田学長から委嘱されました。

　任命式では野田賢治浪商学園理事長、原田宗彦学長、長家秀博同窓会会長にご挨拶を頂いた後、アンバサダーに

任命書と名刺、ピンバッチが手渡されました。６月

下旬より、アンバサダーの皆さまに高校訪問へ行

って頂きます。

　異次元の少子化が進み大学間の生き残り競争が

激しい中、「卒業生が誇れる母校」、「受験生にとっ

て魅力ある学校」作りを行っていくためには今後

より一層の交友ネットワークの構築と連携強化が

必要になってくるように思います。今後とも皆さ

まのお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。

　最後になりますが、浪商学園の行動指針、SFGs

の17目標の浸透は一朝一夕に達成できるものでは

ないので、継続的な取組が必要であり、一人ひとり

が出来ることから行動に移すことで、教職員も誇

れる職場になって行くように思います。

（総務部/企画室/姫路文博）

組織風土改革プロジェクトからの報告

広報アンバサダーの方々
北海道支部：�髙村 直克、山下 　薫、岡室 伊知郎
静岡県支部：山口 嘉一、大塩 正則
長野県支部：横林 和俊、岩井 正一
沖縄県支部：兼島 英樹、上原 　健
� （敬称略）

    NAMISHO SCHOOL PRESS  05  



※令和6年5月1日現在

設 置 校 募集数 志願者数 合格者数 入学者数

大阪体育大学
スポーツ科学部 520 896 641 568 

教育学部 125 371 202 172 
計 645 1,267 843 740 

大学院 30 39 38 36 
大阪体育大学浪商高等学校 265 776 757 259 

大阪青凌高高等学校 280 1,038 1,032 359 
大阪体育大学浪商中学校 35 63 54 34 

大阪青凌中学校 30 51 34 24 
大阪体育大学浪商幼稚園 3歳児 90 112 84 84 

合　　計 1,375 3,346 2,842 1,536 

BUISINESS REPORT  2023

大阪体育大学浪商高等学校 大阪青凌高等学校

令和５年度 卒業生 進路状況等（９月卒業生含む）

令和 6 年度 大学入試 合格実績（浪人生含む）

令和 6 年度　学園設置校入試結果

大阪体育大学
項　目 体育学部 教育学部 両学部

卒業生 531 137 668

就職希望者（進学・その他を除く） 492 130 622
内定数（人）
（アルバイト・活動中・進学・その他を除く） 485 127 612

就職率 98.6% 97.7% 98.4%

教員 ※1

※1　令和5年度の教員（現役専任）合格者数は延べ61名です。
※2　令和5年度の公務員（教員除く）合格者数は延べ98名です。

公務員 ※２企業関係

スポーツ関連
（フィットネス
  クラブ等）

医療・福祉

自営業等

プロ・実業団

活動中

進学・留学

その他

30.1%

9.4%32.8%

7.6%

1.9%

0.4%

9.3%

1.5%
3.1%

3.7%

108  93  201

52  11  63
201   18  219

48 3 51

61  1 62

内訳人数
体育学部（人） 
教育学部（人） 
両学部合計（人）

3  0  3

7  3 10

17  4 21

22  3 25

12　1　13

➡

令和６年５月３日現在

学 校 名 人数
関西大学 33
関西学院大学 19
同志社大学 8
立命館大学 50

学 校 名 人数
大阪大学 1
神戸大学 2
滋賀大学 1
大阪教育大学 1
京都教育大学 1
滋賀医科大学 1
和歌山大学 1
大阪公立大学 3
滋賀県立大学 1
兵庫県立大学 2
山形大学 1
静岡大学 1
富山大学 1

学 校 名 人数
京都産業大学 103
近畿大学 216
甲南大学 2
龍谷大学 125
佛教大学 65

国公立大学 関関同立

産近甲佛龍

学 校 名 人数
信州大学 1
岡山大学 1
島根大学 1
徳島大学 2
高知大学 1
香川大学 1
愛媛大学 1
大分大学 1
鹿児島大学 2
長崎大学 1
東京都立大学 1
長野県看護大学 1
周南公立大学 1

学 校 名 人数
愛知県立大学 1
高知県立大学 1

学 部 名 人数
スポーツ科学部 38
教育学部 8

学 校 名 人数
早稲田大学 1
青山学院大学 1
中央大学 1
創価大学 1
日本大学 2
日本体育大学 1
国士舘大学 1
亜細亜大学 2
東海大学 1
中京大学 1

学 校 名 人数
関西大学 7
関西学院大学 2
近畿大学 1
京都産業大学 2
龍谷大学 4
関西外国語大学 11
佛教大学 2
大阪経済大学 7
摂南大学 13
追手門学院大学 8
桃山学院大学 23
桃山学院教育大学 14

国公立大学

大阪体育大学

関西の主な私立大学

他エリアの私立大学

学 校 名 人数
四天王寺大学 6
京都外国語大学 2
阪南大学 4
帝塚山学院大学 11
大阪芸術大学 2
大阪経済法科大学 5
大阪電気通信大学 2
大阪学院大学 11
大阪国際大学 2
関西医療大学 5
天理大学 2
森ノ宮医療大学 2
京都芸術大学 1
宝塚大学 1
大阪工業大学 1
京都橘大学 1
明治国際医療大学 1
大阪物療大学 1

令和6年3月31日現在 令和6年3月31日現在

学 校 名 人数
神奈川工科大学 1
名古屋経済大学 1
福井工業大学 1
新潟医療福祉大学 1

収入の部	 	 	 （単位 : 千円）
科　　目 予 算 決 算 差 異

学生生徒等納付金収入 4,441,960 4,446,180 ▲ 4,220
手数料収入 80,020 82,613 ▲ 2,593
寄付金収入 36,630  41,770 ▲ 5,140
補助金収入 1,465,870 1,517,086 ▲ 51,216
    　（国庫補助金収入） 446,220 518,463 ▲ 72,243
    　（府県補助金収入） 1,001,650  998,622 3,028
資産売却収入  70  70 0
付随事業･収益事業収入 14,670 20,941 ▲ 6,271
受取利息･配当金収入  20  32 ▲ 12
雑収入 133,690 146,645 ▲ 12,955
借入金等収入  0  0 0
前受金収入 891,040 884,366 ▲ 6,675
その他の収入 159,860 184,950 ▲ 25,090
資金収入調整勘定 ▲ 875,960 ▲ 899,293 23,333
前年度繰越支払資金 2,670,760 2,670,764

収入の部合計 9,018,630 9,096,122 ▲ 77,492

支出の部	 	 （単位：千円）
科 目 予 算 決 算 差 異

人件費支出 3,566,000 3,564,258 1,742
教育研究経費支出 1,569,240 1,484,795 84,445
管理経費支出 418,730 418,067 663
借入金等利息支出 11,760 11,751 9
借入金等返済支出  329,830 329,830 0
施設関係支出  26,030 25,907 123
設備関係支出  207,460 202,830 4,630
資産運用支出  0  0 0
その他の支出  419,720 423,403 ▲ 3,683
予備費 166,970 166,970
資金支出調整勘定 ▲ 386,760 ▲ 397,850 11,090
翌年度繰越支払資金  2,689,650  3,033,131 ▲ 343,481

支出の部合計  9,018,630  9,096,122 ▲ 77,492

令和 5 年度  資金収支計算書

2.令和 5年度　決算の概要

令和 5 年度　事業活動収支計算書

（単位：千円）

教
育
活
動
収
支

科 目 予 算 決 算 差 異

収
入
の
部

学生生徒等納付金 4,441,960 4,446,180 ▲ 4,220
手数料 80,020 82,613 ▲ 2,593
寄付金 36,630 41,770 ▲ 5,140
経常費等補助金 1,465,180 1,516,390 ▲ 51,210
付随事業収入 14,670 20,941 ▲ 6,271
雑収入 133,690 147,225 ▲ 13,535
教育活動収入計 6,172,150 6,255,119 ▲ 82,969

支
出
の
部

人件費  3,538,460  3,530,250 8,210
教育研究経費  2,337,970  2,223,198 114,772
　（減価償却額） 768,730 738,403 ▲ 30,327
管理経費  500,741 500,078 663
　（減価償却額） 82,011 82,011 0
徴収不能額等  256  256 0
教育活動支出計 6,377,427 6,253,782 123,644
教育活動収支差額 ▲ 205,277 1,337 ▲ 206,613

教
育
活
動
外
収
支

科 目 予 算 決 算 差 異

収
入

受取利息・配当金 20 32 ▲ 12
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 20 32 ▲ 12

支
出

借入金等利息 11,760 11,751 9
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 11,760 11,751 9
教育活動外収支差額 ▲ 11,740 ▲ 11,719 ▲ 21
経常収支差額 ▲ 217,017 ▲ 10,383 ▲ 206,634

特
別
収
支

科 目 予 算 決 算 差 異

収
入

資産売却差額 70 70 0
その他の特別収入 10,870 12,560 ▲ 1,690
特別収入計 10,940 12,630 ▲ 1,690

支
出

資産処分差額 2,910 2,144 766
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 2,910 2,144 766
特別収支差額 8,030 10,486 ▲ 2,456

参考	 	
事業活動収入計 6,183,110 6,267,781 ▲ 84,671
事業活動支出計 6,392,097 6,267,677 124,420

※単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります
※（　　）の科目は内数です

※単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります
※（　　）の科目は内数です

人件費支出    

 59%
教育研究
経費支出

25%

予備費 160,783 160,783
基本金組入前当年度
収支差額 ▲ 369,770 103 ▲ 369,873

基本金組入額合計 ▲ 415,350 ▲ 377,417 ▲ 37,933
当年度収支差額 ▲ 785,120 ▲ 377,313 ▲ 407,807
前年度繰越収支差額 ▲ 15,667,280 ▲ 15,667,273 ▲ 7
翌年度繰越収支差額 ▲ 16,452,400 ▲ 16,044,586 ▲ 407,814

（単位：千円）

（単位：百万円）  事業活動収入計　  事業活動支出計
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3,685
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1,269 

385 

3,721 

5,691

1,295

4,396

6,105

1,453

4,652

6,057

1,521

4,536

6,029

1,536

4,493

1,455 

437 

3,665 

■ 学生生徒等納付金収入
■ 手数料収入
■ 寄付金収入
■ 補助金収入
■ 付随事業 ･収益事業収入
■ 雑収入
■ 前受金収入
■ その他の収入

■ 人件費支出
■ 教育研究経費支出
■ 管理経費支出
■ 借入金等利息支出
■ 借入金等返済支出
■ 施設関係支出
■ 設備関係支出

学生生徒等
納付金収入

61%
補助金収入

21%

12%
前受金収入

7%
管理経費支出 借入金等

返済支出5%

事業報告・予算・決算の詳細については、
こちらからご覧いただけます▶

【記事の訂正とお詫び】

この度、「ちぬVol.64」に掲載された「スポー
ツ科学部への名称変更に寄せる期待」の記
事において、一部誤りがございました。ここに
訂正するとともに、深くお詫び申し上げます。

訂正箇所と正しい内容
⚫ 3 ページ  2 段落目

【誤】�「その時は、学部名称は据え置いたまま
で1 学部 4 学科案が提案されたが、・・」

↓
【正】�「その時は、学部名称をスポーツ科学

部へ変更した4 学科案が提案された。」

この誤りにより、読者の皆様及び関係者の皆
様にご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫
び申し上げます。
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